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南極観測隊の活動
南極の現状
映像配信でわかりやすく伝える
プロフィール
中川⻄宏之（なかがわさい ひろゆき）
苗字は福島県 東京出⾝ ⼭梨育ち 沖縄在住
NHK在職２５年 独⽴して１０年 映像業界３５年
陸・海・空どこでもなんでも撮影・編集・映像制作
ドキュメンタリー〜報道〜⾳楽〜バラエティーなどジャンル問わず
第５９次南極地域観測隊夏隊同⾏者
NHK番組制作のため参加・８Kカメラによる撮影
2018年12月1日 NHK
4K•8Kスーパーハイビジョン
本放送開始


しらせ
南極 どうやって調べますか？
ググってみる

国⽴極地研究所
南極観測
Websiteは重要
Amazonや書店などで関連本を探す
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難しいことを易く
易しいことを深く
深いことを面白く
短く・わかりやすく
撮影・編集技術
誰に向けて
何を
どのように
伝えるか？
観測隊活動と南極を
知ってもらうために

太陽活動に伴う地球周辺宇宙空間（ジオスペース）の環境変動を捉える
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J a p a n e s e  A n t a r c t i c  R e s e a r c h  E x p e d i t i o n
第59次南極地域観測隊（JARE59）
宙空圏：一般研究観測及びモニタリング観測
一般研究観測
モニタリング観測
Syowa South
Syowa East
【昭和基地での宇宙線観測による宇宙天気研究の新展開】 【外国基地と協力したオーロラ現象の広域ネットワーク観測】
【無人システムを利用した広域ネットワーク観測】【SuperDARNレーダーによる観測】
昭和基地～アイスランド共役点同時観測 ＜オーロラ光学観測＞ ＜地磁気観測＞ ＜西オングル島での観測＞
【オーロラ観測点】
＜既設＞
①昭和基地（日本）
②ドームふじ（日本）
③中山基地（中国）
④南極点基地（米国）
⑤マクマ ドー基地（米国）
⑥アムンゼン湾（無人）
⑦ベルギー基地（無人）
⑧マイトリ基地（インド）
⑨サナエ基地（南ア）
円：地上全天カメラの視野
扇型：SuperDARNレーダー
　　　の視野
＊高度120 kmへの投影
無人磁力計
中性子計
ミューオン計
太陽活動による宇宙線変動
太陽風擾乱による宇宙線変動
無人オーロラ観測装置 大気電場観測器
地球規模電流回路 誘導磁力計
【全球雷活動と大気変動の観測】
地磁気絶対観測
地磁気変化観測
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太陽活動極小期における太陽風ー磁気圏ー電離圏ー超高層大気結合過程の
広域ネットワーク集中観測
オーロラ現象の長期間モニタリング観測
ねらい
気水圏：一般研究観測及びモニタリング観測
J a p a n e s e  A n t a r c t i c  R e s e a r c h  E x p e d i t i o n
第59次南極地域観測隊（ＪＡＲＥ５9）
南極の沿岸域から内陸域にかけての気象・気候の変
化を監視し、熱や水が循環するシステムを解明する。
全球生物地球化学的環境における東南極の
エアロゾルの変動を探る。
長期モニタリング観測によって地球上の
温室効果ガスの増大を観測。
図：二酸化炭素濃度の長期変動
南極昭和基地（青）と北極域（赤）の観測結果
無人航空機での観測 気球浮揚無人航空機観
測によるサンプリング
図：メタン濃度の長期変動
南極昭和基地（青）と北極域（赤）の観測結果
地球環境を守る方法を探り　人類の生存戦略に貢献
文明圏から隔離された南極にて地球温暖化の影響をモニターする
地球環境システムに大きな役割をもつ南極域の大気・エアロゾルの変動メカニズムを明らかにする。
温室効果ガスの濃度は、地球が過去数百万年間経験
しなかったレベルに増大している。地球に起こって
いる重大な環境変化として極域での監視を継続し
ていく。
東南極に現れる地球規模の気候変動や気候システムの仕組みを、大気、海洋・海氷、
雪氷の観測から捉える
温暖化が進行する地球の上で、東南極に出現する熱や水の循環の変化を捉える
ねらい
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気水圏：一般研究観測及びモニタリング観測
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生物圏：一般研究観測及びモニタリング観測
南極の生物環境の変動・動態の長期モニタリングと南極に適応し発達した
生物・生態系の特性解明ねらい
J a p a n e s e  A n t a r c t i c  R e s e a r c h  E x p e d i t i o n
第59次南極地域観測隊（JARE59）
バイオロギング・ストレス計測などで
鳥類の未知の行動を探る 湖底形状と植生発達の実態を探る
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地球上での生態系発達の仕組みに迫る
南極の海洋と陸上に発達した生態系を探る
湖沼に蓄積された環境変遷履歴と現在の姿に迫る
動物の未知の行動解明に挑む
「海鷹丸」での海洋生態系の研究観測航海
営巣地での個体数・営巣数調査
重点研究観測と連携した湖底堆積物掘削
ユキドリ 3次元撮影 ROV
GPS プロッター魚
探での等深線描画
オオトウゾクカモメ アデリーペンギン
「しらせ」と「海鷹丸」で実施する海洋生態系モニタリング観測
ࠕࡋࡽࡏࠖ ࠕᾏ㮚୸ࠖ
設営：輸送オペレーションと南極での夏期設営作業
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第59次南極地域観測隊（ＪＡＲＥ５9）
夏期設営作業 昨年までに建設した１階部分
　第 57 次隊から建設
を開始した「基本観測
棟」の２階部分と外階
段を建設し、３年がか
りの工事を仕上げます。
　越冬中に内装を仕上
げ、来夏に設備を設置
して完成する見込みで
す。
第59次隊で建設する2階部分
（国内での仮組時の写真）
　昭和基地は、観測の拠点であると同時に隊員の生活のベースとなる場所です。昭和基地を維持・運営していく
ためには、観測と生活を支えるための物資の供給がかかせません。夏期だけでなく冬期も観測を続けるためには、
1年分の燃料をはじめ、越冬隊が使う食料や観測物資など、大量の物資を運び込む必要があります。また、老朽化
した施設や設備の更新、新しい建物の建設など、短い夏の間にしかできない作業がたくさんあります。
貨油輸送
　「しらせ」のタンクに入れて運ばれてきた燃料は昭和
基地の燃料タンクにホースで送られる
空輸
　「しらせ」搭載の大型ヘリコプターによる空輸
氷上輸送
　「しらせ」から降ろした大型物資を橇に載せて雪上車
で海氷上を運ぶ
南極
観測隊活動
への理解
隊員紹介と現地活動、観測計画や成果などを映像化
しらせ船上からのオーロラ
映像で情報発信
映像として記録を残す

